
　　　令和8年4月25日　　福生市議会だより　　No.246（1）

No.246 発行／福生市議会
令和8年4月25日 〒197-8501　 福生市本町5番地

☎042（551）1511（代表）
☎042（551）1523（直通）

市議会だよりふっさ

再生紙を使用しています。

主な内容
◆一般質問（要旨）……２～４面
◆予算の概要…………………５面
◆議案の審議結果……………６面
◆可決等された案件…………６面
◆委員会の審査…………７～８面
◆特別委員会活動……………８面
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令和８年度予算を可決令和８年度予算を可決 一般会計及び各特別会計一般会計及び各特別会計
450億2771万５千円450億2771万５千円

〜〜

令和 8 年度　一般会計予算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

令和 8年度 令和 7年度歳　入 歳　出

株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
地方譲与税
繰越金
地方特例交付金
財産収入
利子割交付金
分担金及び負担金
寄附金
交通安全対策特別交付金
環境性能割交付金
自動車取得税交付金

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

農林水産業費
予備費

歳入合計　309 億 9,000 万円 歳出合計　309 億 9,000 万円

市　　　税
国庫支出金
都 支 出 金
地方交付税
基地交付金
地方消費税交付金
繰　入　金
市　　　債
使用料及び手数料
法人事業税交付金
諸　収　入
そ　の　他

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

総　務　費

土　木　費

消　防　費

公　債　費

商　工　費

諸 支 出 金

議　会　費

そ　の　他

86億4,509万9千円（27.9％）

69億3,421万8千円（22.4％）

50億1,754万9千円（16.2％）

35億5,434万9千円（11.5％）

17億8,101万8千円（5.8％）

3億8,253万1千円（1.2％）

16億2,500万円（5.3％）

12億1,575万2千円（3.9％）

2億1,681万9千円（0.7％）

2億2,700万円（0.7％）

7 億3,666万5千円（2.3％）

6億5,400万円（2.1％）

153億1,280万8千円（49.4％）

48億1,121万8千円（15.5％）

27億3,887万7千円（8.8％）

32億8,737万8千円（10.6％）

13億8,399万1千円（4.5％）

6億5,401万3千円（2.1％）

15億2,900万1千円（4.9％）

3億1,707万6千円（1.0％）

3億7,069万4千円（1.2％）

4億3,060万7千円（1.4％）

1億5,433万7千円（0.6％）

令和８年
第１回定例会
３月３日～３月27日

Facebook

X（Twitter）

▲福生市役所とハクモクレン
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令和８年度の市政運営について

福生市の観光施策について

民生委員の成り手不足について

福祉バスの増設に伴う成果と市民要望の把握について

フロントヤード改革について

▲福生市総合計画（第５期）後期基本計画

▲建設が進む片倉跡地

▲現在運行している福祉バスの路線図

▲窓口受付時間短縮を知らせる掲示物

　質問　加藤市長の５期目の市政運
営も５月で折り返し地点を迎えるが、
令和８年度における重要施策はどの
ような政策的視点で選定されたのか、
その経緯も含めて伺う。
　市長　本市では現在、福生市総合
計画（第５期）後期基本計画により
諸施策を行っているが、少子高齢化

　質問　これまでの任意団体であっ
た福生市観光協会を解散し、法人を
設立した経緯と今後の展開を伺う。
　市長　令和９年３月に福生市観光
振興計画を策定予定だが、施策実行
の担い手として民間ならではの視点
と柔軟な運営に期待し市の支援のも
と一般社団法人化した。事務局を設

　質問　成り手不足の背景について、
把握している課題と実情を伺う。
　市長　昨年12月の一斉改選で52地
区中７地区が欠員状態にあり、ひき
こもりや虐待など相談・見守り内容
の複雑化や負担感、委員の高齢化、
仕事と家庭の両立など難しい点があ
る。今後も委員の声を伺いながら活

　質問　路線増設から２年が経過。
成果と市民要望の把握について伺う。
　市長　増設に合わせ１便の運行時
間を60分から70分に変更したことで
安定して定刻運行ができるようにな
った。たなばた号に牛浜駅東口等新
規バス停を設置し交通空白地域の解
消や、10か所のバス停で乗換えを可

　質問　窓口業務等のＤＸ化、フロ
ントヤード改革について市の具体的
な取組内容と方向性について伺う。
　市長　フロントヤードとは行政と
市民とのあらゆる接点を指し、市民
の負担軽減の観点から、書かない、
待たない、迷わない、行かないの４
つを目指すべき姿とするもので、本

や、急速に進展する社会のデジタル
化など社会環境の変化の中、今後も
適切な市政運営を行うため、昨年11
月に前期基本計画の全20施策につい
て数値的な定量情報と職員の意見や
現場で蓄積された知見などの定性情
報に基づく分析を行い、取り組みの
総括を行った。その結果優先度の高

置し組織強化により地域経済の活性
化とシビックプライドの醸成を図る。
社会教育行政における専門資格につ
いて
　質問　専門資格を有する職員を活
用した社会教育の強化、展望を伺う。
　教育長　近年、市民の学習を支援
する社会教育や生涯学習の重要性が

動しやすい環境づくりに努めていく。
片倉跡地について
　質問　都の事業による影響と地元
住民の意見の反映方法について伺う。
　市長　都では令和13年度に(仮称）
西多摩児童相談所を開設予定だが、
先行して昭島市の障害者通所施設建
て替えに伴う仮設施設を開設予定。

能にし、利便性の向上に努めた。市
民要望の把握は、社会福祉協議会や
運行委託事業者と定期的に情報交換
して課題の解消に努めている。
雇用対策について
　質問　本市の持続的発展には実効
性のある雇用対策が必要ではないか。
　市長　これまで創業への相談支援、

市では令和８年２月に総合窓口課に
おいてデジタルツールの活用による、
書かない、待たない取り組みとして
申請書の作成を支援するシステムと、
マイナンバーカード手続の予約制を
導入した。合わせて、総合窓口課に
おいて窓口の受付時間を試行的に短
縮し様々な課題の解消に向けた検証

い「少子高齢化」、「施設の老朽
化」、「物価高騰、人件費の上昇」、
「外国人住民の増加」の４つの課題
に対する取り組みを令和８年度の重
要施策として位置付けた。今後も本
市の実態に即した施策を着実に推進
することで持続可能なまちづくりに
資する取り組みを前進させていく。

高まり、職員はこれまで以上に高度
な知識の習得と一層の責任感が必要
と考え、社会教育主事、学芸員、司
書の資格を有する職員を規則等に位
置づけ専門資格発令の準備を進めて
いる。その他、資格取得支援、研修
等を通じ職員の意識向上、人材育成
を継続して進めていく。

児童相談所の開設は本市の児童福祉
行政における相談支援事業の強化に
資する一方、都の事業が市内で展開
され地域に影響が生じる可能性もあ
る。「都知事との意見交換」の場で住
民との十分な対話や熊川分水の保全
への配慮、地域に開かれた施設運営
を要望しており、引き続き求めていく。

利子補給等を行う中小企業振興資金
融資制度、ハローワークや商工会と
の連携等、幅広い雇用対策を展開し
ている。一方、共働き世帯や外国人
労働者の増加、働き方の多様化、終
身雇用の崩壊など雇用に関する課題
も急増しており、これらに向き合い、
引き続き雇用の促進に努める。

を始めている。今後の方向性として
は、２月に実施した窓口利用者への
実態調査、総合窓口課における受付
時間短縮の取組状況などを踏まえ、
本年10月を目途に庁内の検討組織で、
全庁的な窓口の受付時間や時間外開
庁の最適化について検証を行いたい
と考えている。

今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は５月中旬に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のＱＲコードよりご覧いただけます。　

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▶福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

▶議員BOOK
（各議員の過去の一質問や
会議録をご覧いただけます）

正和会
小林 貢 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
森田 哲哉 議員

正和会
仲間 正司 議員

正和会
清水 義朋 議員
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児童・生徒のインターネットの適切な使用について

防災・減災の取組について

公共施設マネジメントと地域運営組織について　

ゼロカーボンシティ宣言の実現に向けた取組について

人口と少子化について

▲広報で紹介したエコ活動（広報ふっさ1月15日号より抜粋）

　質問　福生市立学校に通う児童・
生徒にいじめ動画拡散等の事案が発
生した場合、学校や教育委員会はど
のように対応するのか伺う。
　教育長　市教育委員会では、起き
てからの対応ではなく、未然防止が
何よりも重要であるという認識のも
と、魅力ある学校づくりに取り組む

　質問　本市の災害関連死に対する
取り組みの現状と、災害関連死認定
審査会の設置や規定の整備状況等に
ついて所見を伺う。
　市長　近年被災地から災害関連死
が多く報告されていることから、東
京都は本年度より新たな体制づくり
に着手した。本市においても最優先

　質問　公共施設マネジメントと地
域運営組織の在り方についての所見
を伺う。
　市長　今後、学校を核とした公共
施設の再編を進めていくに当たり、
児童・生徒数の推計、施設の劣化状
況などを踏まえた再配置の検討とと
もに地域の公共施設の複合化・集約

　質問　ゼロカーボンシティやエコ
シティふっさの実現に向けて、現在
の取り組みと今後について伺う。
　市長　ゼロカーボンシティやエコ
シティふっさの実現には、市民・事
業者・行政がそれぞれの立場で、ま
た時には協働して考え行動すること
が必要である。市民との協働の取り

　質問　本市の人口の現状分析と推
移及び少子化対策について伺う。
　市長　市の総合戦略で掲げた人口
規模の維持・確保を目指す令和６年
度までの人口の目標値は達成し、定
住化施策が順調に進捗しているとの
評価である。将来人口推計では、令
和31年頃から全ての年齢区分におい

ことを前提として、まず被害児童・
生徒の安全確保を最優先に心身のケ
アを直ちに実施する。スクールカウ
ンセラー等専門職を活用し、安心し
て学校生活を送れる環境を確保する。
さらに、加害児童・生徒に対しては
厳正に指導し、犯罪行為に該当する
可能性がある場合には警察とも連携

課題として、西多摩保健医療圏地域
災害医療連携体制の下、本市の災害
関連死防止の体制を構築すべく、福
生市の災害医療コーディネーター、
医師会、歯科医師会、薬剤師会、さ
らに西多摩地域の地域災害医療コー
ディネーターと協議を進めている。
犠牲者への弔慰金については、災害

化を見据えた配置も検討する。公共
施設の再編と地域コミュニティとの
連携は計画の初期段階から行うこと
が重要であり、公共施設の複合化等
にも地域との連携や地域コミュニテ
ィの創出の視点が必要不可欠である
ため、丁寧に取り組んでいく。
福生市公園施設整備計画について

組みとして、福生市環境マネジメン
トシステムによる地球温暖化対策の
推進があり、令和８年１月15日号の
広報で市有施設での環境配慮行動の
推進に御協力いただく市民監査委員
を紹介し、節電や紙削減など家庭で
もできる取り組みを掲載した。市か
らの発信で市民の環境に対する興味

て人口減少となるが、子育て世代の
転入促進による人口減少の抑制とま
ちの活力保持のため、今後本市で出
産し子育てを続けたいという希望を
かなえる子育て支援や環境整備など、
将来世代の形成に向けた施策を推進
し、少子化の進行を抑制していく。
学校給食について

し毅然とした対応を行う。ＳＮＳ上
に動画等が投稿・拡散された場合に
は警察や関係機関と速やかに連携し
組織的に対応を進める。学校に対し
ては、児童・生徒に対する暴力行為
やいじめに関する指導と合わせて、
改めて情報モラル教育を実施するよ
う強い危機感を持って指導していく。

弔慰金の支給等に関する法律及び福
生市災害弔慰金の支給等に関する条
例により、遺族の申請に対して市が
支給する。災害関連死を認定する審
査会の設置規定は自治体の努力義務
ではあるが、被災地の状況を踏まえ、
今後審査会に係る規定等の制定に向
け関連部署で協議し取り組んでいく。

　質問　市民参加型の公園管理のさ
らなる推進について所見を伺う。
　市長　現在、市民に清掃や美化活
動等で協力を得ており、市民参加型
の公園管理は市民の積極的な関与で
地域の連携強化や公園の維持管理の
負担の軽減等も期待できるため、引
き続き多様な手法を研究していく。

や行動を後押しし、地域全体の地球
温暖化対策推進につなげたい。また、
令和８年３月中に地域の脱炭素化の
実現に向け武陽ガス株式会社と包括
連携協定を締結予定。今後も市民・
事業者と共に地域全体でゼロカーボ
ンシティの実現に向けた取り組みや
情報発信に努めていく。

　質問　福生市立小・中学校の給食
費の無償化の成果と課題を伺う。
　教育長　成果は保護者の経済的な
負担軽減と職員の給食費徴収事務の
負担軽減の２点。課題は全額公費負
担を継続するための財源の確保であ
る。引き続き食育の生きた教材であ
る学校給食の充実を図っていく。

市内の樹木の管理について

▲倒木の恐れがあり伐採した桜の木　

　質問　桜の樹木とクビアカツヤカ
ミキリ対策についてこれまでの取り
組みを伺う。
　市長　多摩川堤防沿いの桜は植樹
後約60年が経過し衰弱が見られるた
め樹木医による診断を実施し、倒木
の危険がある桜は通行者の安全確保
のため令和７年度に伐採を行った。

クビアカツヤカミキリの対策として
は、令和元年以降、薬剤の注入等の
対処を行い、令和７年度からは駆除
に対する奨励品交付事業を実施し効
果的な駆除の促進に努めている。
　質問　民地から道路へ越境した樹
木の適切な管理について考えを伺う。
　市長　令和５年４月の民法改正に

より、越境した樹木を一定の条件下
で道路管理者が切除できるようにな
ったが、市では従来どおり民地の樹
木は個人の財産と考えている。所有
者の責任による適正な管理を求め、
直接指導や書面通知、市広報やホー
ムページでも周知を行い、粘り強く
指導を続けている。

▲ボランティアの皆さんによる活動の様子(市HPより)

公明党
原田 剛 議員

正和会
武藤 政義 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

公明党
青木 健 議員

公明党
川﨑 善友 議員
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教育現場における個人の尊重について

米軍横田基地について

介護保険サービスの現状と対策について

黒字廃業を阻止するための「地域内・事業承継（第三者承継）」マッチング支援の創設について

児童・生徒一人ひとりに寄り添った学びの機会について

▲市HPで情報提供内容や要請内容等を掲載

　質問　学校の細かなルールは子ど
ものためでなく学校側の都合を優先
したものではないかとの声があるが、
学校現場で児童・生徒の意思決定や
自己決定権など、個人の尊重はどの
ように行われているのか伺う。
　教育長　教育委員会では児童・生
徒が自発的、主体的に自らを発達さ

　質問　東京都福生市内に落下した
パラシュートについて、事案の内容
と市の対応について伺う。
　市長　昨年12月１日の午後１時30
分頃、児童館職員より屋上点検にお
いて米軍のものと思われるものを発
見したと市役所に連絡があった。同
日市職員が現地で聞き取りを行い、

　質問　本市が介護保険サービスの
運営について気をつけていること、
ニーズに応えるための施策を伺う。
　市長　令和６年３月に福生市高齢
者福祉計画・介護保険事業計画（第
９期）を策定し、住み慣れた地域で
安心して心豊かに生活するための高
齢者福祉の充実と介護保険制度の推

　質問　後継者不在等で廃業せざる
を得ない経営者と創業希望者をつな
ぎ事業を継続することは人口減少時
代に即した政策と考える。事業承継
マッチング支援の仕組みづくり等に
ついて市の見解を伺う。
　市長　これまでも事業承継・引継
ぎ支援センター等の関係機関との連

　質問　児童・生徒一人ひとりに寄
り添った学びの機会を確保するため
に福生市教育支援委員会の役割等が
とても大切と考えるが、設置目的や
考え方、現在の体制について伺う。
　教育長　福生市教育支援委員会は、
障害による特性があり個別の教育的
支援を必要とする児童・生徒にとっ

せていくことを尊重し、その過程を
学校や教職員が支える発達支持的生
徒指導の考え方を基盤とし、児童・
生徒の意思決定や自己決定の場の創
出に取り組むよう学校を指導してい
る。例えば、福生第一中学校では生
徒の意見を取り入れ学校生活をより
良くすることを目的に目安箱の名称

人的・物的被害はないことを確認し
当該物を回収。北関東防衛局を通じ
米軍へ照会をしたところ、当該物は
11月20日に米軍兵士の空挺降下訓練
中に横田基地の外に落下したもので
あることが分かった。子どもが集う
児童館の敷地内で発生した人命に関
わりかねない大変重大な事故であり、

進に取り組んでいる。地域で支え合
う介護の実現のために、サービス事
業者への支援及び指導を行うなど一
人一人の状況に合った適切な介護サ
ービスを選択できるよう受給環境の
整備に努めている。また、介護人材
の不足が全国的な課題となる中、介
護人材の確保、定着と併せて介護現

携や福生・昭島地域の未来をつなぐ
協議会で事業者支援に取り組んでき
たが、愛されてきた店を引き継ぐた
めにはマッチングして店を譲るだけ
でなく、積み重ねてきた歴史や技術
などの継承に年単位の時間が必要な
ことが課題で、事業承継するための
人件費捻出も小規模店舗では難しい

て最適な就学先を決定することを目
的に年間を通じて設置。一人ひとり
の能力や特性、保護者の願い等を臨
床心理士等が十分に把握したうえで、
教育・医療・心理の専門家の意見を
踏まえ都立特別支援学校、市内小・
中学校の特別支援学級や特別支援教
室等、最もふさわしい教育環境を選

で意見箱を設置し、校則や生活の決
まりについて生徒会役員が中心とな
って協議できる体制が整っている。
今後とも個人の尊重と集団の一員と
してのルールやマナー等秩序を守る
こととの両立を図りながら、発達支
持的な視点に基づく生徒指導を一層
推進するよう校長を指導していく。

事故発生に関する情報が米軍側から
一切提供されないまま秘匿されてい
たこと、許可なく市公共施設の敷地
内に侵入していたことに極めて遺憾
である旨を示し、市民の安全・安心
を守る立場から事故の発生及びこれ
までの周辺自治体からの要請に対す
る対応を市長として強く抗議した。

場の生産性向上を重要課題として認
識している。市内介護サービス事業
所の職員等に対する研修や資格取得
の費用補助により安定した介護サー
ビスの提供体制を確保し、ＩＣＴ機
器導入費用等の補助を通じて事業所
間の情報共有の改善を図り、介護サ
ービスの質の向上につなげている。

状況である。また、市内店舗の多く
は店舗兼住宅であり建物の構造も大
きな障壁となっている。現時点で事
業承継に特化した制度はないが、今
後福生市商工会が実施予定の加盟店
の経営状況や後継者問題に焦点を当
てた調査結果等を踏まえ、施策の方
向性について判断していきたい。

定し就学先として決定している。現
在、医師や特別支援教育に関する学
識経験者、特別支援学級設置校の校
長等42名の委員で組織している。市
教育委員会では、教育支援委員会の
決定について児童・生徒と保護者に
対し丁寧に情報提供し真に必要な支
援等について合意形成を図っている。

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの音訳をデイジー方式のＣ
Ｄにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届けしています。ご家族やお知り合いで、希望
される方がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として給付を受けられます。
議会事務局　☎042-551-1523

多摩ケーブルネットワークでも本会議の生中継を放映します。ぜひご覧ください。
ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継

スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会
幡垣 正生 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

日本維新の会
西尾 壽々斗 議員

日本共産党
伊藤 広美 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

ご利用ください  市議会インターネット中継

◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法　�福生市公式ホームページ 「福生◆利用方法　�福生市公式ホームページ 「福生

市議会」よりアクセス市議会」よりアクセス

福生市議会
インターネッ
ト中継

　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット
端末でも視聴できます。端末でも視聴できます。
　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見
られ、より身近に議会を感じていただけます。られ、より身近に議会を感じていただけます。
ぜひご利用ください。ぜひご利用ください。
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令
和
８
年
度
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら

一
般
会
計
予
算
を
４
日
間
集
中
審
査

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、
事
業
の
内
容
や
財
源
を
盛
り

込
ん
だ
実
施
計
画
書
等
に
よ
り
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

を
審
査
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
３
０
９
億
９
千
万

円
を
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
１
４
０
億
３
７
７
１
万
５
千
円
が
提

出
さ
れ
、
市
民
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
適
用
に
よ
る
企
業
会
計
方
式
の
下

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
建
設
環
境
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

通
算
６
日
間
に
わ
た
る
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

４
か
所
の
文
字
表
示
盤
付
き

屋
外
子
局
は
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
を
導
入
、
地
図
情
報

等
が
表
示
で
き
、
よ
り
円
滑

な
避
難
行
動
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
ふ
っ
さ
情
報
メ
ー
ル

等
各
種
配
信
メ
デ
ィ
ア
へ
の

一
括
情
報
発
信
機
能
や
外
国

語
対
応
も
予
定
、
災
害
時
の

情
報
伝
達
力
を
強
化
す
る
。

　
事
業
の
詳
細
を
伺
う
。

　

被
爆
地
で
あ
る
広
島
の

被
爆
の
実
相
に
触
れ
、
戦
争

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ

を
学
び
、
思
い
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
内
在
学
・

在
住
の
中
学
生
を
９
名
募
集

す
る
。
広
島
へ
の
派
遣
は
７

月
の
３
日
間
で
、
学
び
を
深

め
る
た
め
事
前
・
事
後
の
学

習
を
７
回
程
度
実
施
す
る
ほ

か
、
派
遣
報
告
会
も
開
催
予

定
。
ま
た
、
事
後
学
習
の
一

環
と
し
て
、
こ
の
経
験
を
踏

ま
え
、
絵
本
作
家
の
指
導
に

よ
り
平
和
に
関
す
る
絵
本
を

作
成
し
、
市
内
の
児
童
関
連

施
設
へ
配
布
す
る
予
定
。

　

委
託
内
容
と
委
託
料

増
額
の
理
由
を
伺
う
。

　

増
額
の
理
由
は
委
託
業

者
の
席
数
を
増
や
し
た
た
め

で
あ
る
。
令
和
５
年
度
業
務

委
託
の
開
始
以
降
、
窓
口
業

務
の
増
加
の
傾
向
が
顕
著
で
、

特
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
事
務
で

来
庁
者
数
や
事
務
負
担
が
増

加
し
て
い
る
。
令
和
８
年
度

以
降
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
更
新
や
、
電
子
証
明
書
の

　
予
算
の
特
徴
を
伺
う
。

　
前
年
度
比
14
億
円
、
４�

・
７
％
増
の
３
０
９
億
９
千

万
円
。
人
件
費
を
は
じ
め

様
々
な
経
費
が
上
昇
し
て
い

る
状
況
下
で
の
予
算
編
成
と

な
り
、
新
規
・
改
善
事
業
の

精
査
に
加
え
、
物
価
高
騰
を

踏
ま
え
た
既
存
事
業
の
見
直

し
や
経
常
経
費
の
削
減
に
取

り
組
む
一
方
、
施
設
保
全
改

修
計
画
に
基
づ
く
公
共
施
設

の
適
正
管
理
な
ど
、
老
朽
化

し
た
施
設
へ
の
対
応
や
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
な

ど
、
物
価
高
騰
対
策
を
盛
り

込
ん
だ
。
新
規
事
業
が
８
件
、

改
善
事
業
は
37
件
。

　
検
討
会
の
概
要
を
伺
う
。

更
新
の
た
め
の
来
庁
者
が
一

層
増
加
す
る
見
込
み
で
、
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
に
増
額

と
な
っ
た
。
人
件
費
、
物
価

高
騰
も
増
額
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

　

事
業
内
容
と
実
施
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
今
回
の
発
行
冊
数
は
３

万
冊
を
予
定
し
て
い
る
。
４

月
か
ら
広
報
ふ
っ
さ
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
等
で
情
報
を
発
信
予
定
。

５
月
下
旬
以
降
に
申
込
み
は

が
き
付
き
チ
ラ
シ
を
全
戸
配

布
、
購
入
希
望
者
は
令
和
８

年
６
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で

の
間
に
、
は
が
き
ま
た
は
申

込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

を
し
て
い
た
だ
く
。
販
売
は

令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら
16

日
ま
で
。
商
品
券
の
利
用
期

間
は
令
和
８
年
７
月
17
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
と
な
る
。

　

対
象
者
、
実
施
期
間
、

助
成
額
、
助
成
方
法
を
伺
う
。

　
対
象
者
は
接
種
日
に
お

い
て
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
生
後
６
月
か
ら
13
歳
未
満

の
小
児
。
実
施
期
間
は
定
期

接
種
に
準
じ
た
10
月
１
日
か

ら
翌
年
１
月
31
日
と
し
、
助

成
額
は
注
射
用
Ｈ
Ａ
ワ
ク
チ

ン
１
回
に
つ
き
２
千
円
を
年

２
回
ま
で
、
経
鼻
生
ワ
ク
チ

ン
４
千
円
を
年
１
回
ま
で
助

成
す
る
。
助
成
方
法
は
、
接

種
時
に
指
定
医
療
機
関
で
接

種
費
用
か
ら
助
成
額
を
差
し

引
い
た
金
額
を
支
払
う
形
と

す
る
。

　
事
業
内
容
を
伺
う
。

　

乳
児
等
通
園
支
援
事

業
、
通
称
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
は
、
令
和
８
年
度
よ

り
全
国
で
開
始
さ
れ
る
新
た

な
子
育
て
支
援
給
付
制
度
。

対
象
は
未
就
園
の
０
歳
６
か

月
か
ら
満
３
歳
未
満
の
子
ど

も
で
、
保
護
者
の
就
労
要
件

を
問
わ
ず
幼
稚
園
や
保
育
園

に
お
い
て
一
定
時
間
の
受
入

れ
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
利

用
時
間
は
月
10
時
間
ま
で
だ

が
、
当
市
で
は
東
京
都
の
事

業
補
助
金
等
を
活
用
し
、
国

制
度
に
上
乗
せ
す
る
形
で
利

用
上
限
の
延
長
や
利
用
料
、

運
営
費
の
補
助
も
実
施
す
る

予
定
。

　

令
和
８
年
度
の
点
検
対

象
と
点
検
方
法
を
伺
う
。

　
点
検
の
対
象
と
な
る
跨

線
橋
は
、
道
路
法
の
規
定
に

よ
り
前
回
調
査
か
ら
５
年
が

経
過
す
る
市
管
理
の
福
生
駅

自
由
通
路
と
牛
浜
駅
自
由
通

路
の
２
橋
で
あ
る
。

　
調
査
点
検
の
方
法
は
、
目

視
に
よ
る
変
状
、
取
り
付
け

た
部
材
等
の
異
状
の
有
無
の

確
認
及
び
点
検
ハ
ン
マ
ー
で

の
打
診
に
よ
る
浮
き
、
剥
離
、

緩
み
、
腐
食
等
の
異
状
箇
所

の
有
無
を
確
認
し
、
跨
線
橋

の
健
全
度
を
判
定
す
る
方
法

で
あ
る
。

　
福
生
市
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
内
容
を
伺
う
。

　
福
生
市
学
力
・
学
習
状

況
調
査
は
、
例
年
４
月
に
小

学
校
第
２
学
年
か
ら
中
学
校

第
３
学
年
ま
で
を
対
象
に
実

施
を
し
て
い
る
市
独
自
の
学

力
調
査
で
あ
る
。
小
学
校
は

国
語
、
算
数
の
２
教
科
、
中

学
校
は
国
語
、
数
学
、
英
語

の
３
教
科
を
実
施
し
、
併
せ

て
児
童
・
生
徒
の
意
識
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。

　
来
年
度
の
実
施
校
と
委

託
内
容
を
伺
う
。

　

令
和
８
年
度
は
市
内

小
・
中
学
校
全
10
校
で
実
施

予
定
。
委
託
内
容
は
、
指
導

場
所
と
し
て
温
水
プ
ー
ル
を

確
保
し
、
小
学
校
１
回
60
分

程
度
、
中
学
校
１
回
70
分
程

度
の
指
導
を
各
学
年
５
回
行

う
こ
と
。
指
導
時
に
は
、
10

か
ら
20
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

指
導
を
基
本
と
し
、
グ
ル
ー

プ
に
最
低
１
名
以
上
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
安
全
面

に
配
慮
し
常
時
監
視
員
を
配

置
す
る
こ
と
。
各
学
校
か
ら

プ
ー
ル
ま
で
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
３
年

間
、
本
市
、
羽
村
市
、
あ
き

る
野
市
の
３
市
と
本
市
と
包

括
連
携
協
定
を
締
結
す
る
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社
が
連

携
し
、
行
政
事
務
処
理
の
共

同
化
に
係
る
調
査
研
究
を
行

う
。
調
査
研
究
に
係
る
業
務

と
し
て
、
３
市
で
の
事
務
効

率
化
や
Ｂ
Ｐ
Ｒ
に
向
け
た
潜

在
的
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
方
針

案
の
作
成
な
ど
、
包
括
的
な

支
援
内
容
を
想
定
し
て
い
る
。

　
工
事
の
具
体
的
な
内
容

を
伺
う
。

　

親
局
や
遠
隔
制
御
設

備
を
改
良
。
屋
外
拡
声
子
局

は
一
部
ス
ピ
ー
カ
ー
を
高
性

能
化
、
50
局
か
ら
38
局
へ
削

減
の
上
、
よ
り
聞
き
取
り
や

す
く
す
る
。
福
生
駅
周
辺
等

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
に
つ
い
て

乳
児
等
通
園
支
援
事
業

に
つ
い
て

学
力
向
上
推
進
事
業

に
つ
い
て

水
泳
指
導
外
部
委
託

に
つ
い
て

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
助

成
金
に
つ
い
て

道
路
ス
ト
ッ
ク
点
検

に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線（
固
定
系
）

施
設
改
良
事
業
に
つ
い
て

窓
口
業
務
委
託
に
つ
い
て

平
和
祈
念
事
業
に
つ
い
て

予
算
の
特
徴
点
に
つ
い
て

福
生
市
・
羽
村
市
・
あ
き
る

野
市
共
同
行
政
事
務
処
理
セ

ン
タ
ー
等
検
討
会
に
つ
い
て

令和８年度　各会計別予算規模（人口 R8.1.1現在 56,896人）

会 計 区 分 令和８年度予算 前年比（％）市民1人当たりの額

一 般 会 計 309億9,000万円 4.7 54万4,678円
特
別
会
計

国民健康保険特別会計 65億7,024万円8千円 △ 0.7 11万5,478円

介 護 保 険 特 別 会 計 57億3,113万7千円 2.1 10万730円

後期高齢者医療特別会計 17億3,633万円 11.1 3万518円

総 合 計 450億2,771万5千円 3.8 79万1,404円

下水道事業会計

収　入 支　出

収 益 的 収 支 16億2,889万8千円 15億1,877万3千円

資 本 的 収 支 14億3,999万円 22億4,102万6千円
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一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成

に
係
る
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
伴
い
、
医
療
費
に

係
る
助
成
方
法
に
関
す
る
規

定
を
改
め
る
ほ
か
、
必
要
な

規
定
を
整
理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に

伴
う
介
護
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
令
和
８

年
度
の
保
険
料
率
の
算
定
に

関
す
る
特
例
を
定
め
る
ほ
か
、

保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
法
定
外
一
般
会
計
繰
入
金

の
段
階
的
な
解
消
・
削
減
に

向
け
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
等
を
改
定
す
る
ほ
か
、
地

方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
に
関
す
る
規
定
を
整

備
す
る
と
と
も
に
課
税
限
度

額
等
を
改
め
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
空
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
及
び
良
好
な
住
環
境
の
整

備
を
図
る
た
め
、
条
例
を
新

た
に
制
定
す
る
も
の
。

●
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
変

更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
度
、
令
和
９
年

度
の
保
険
料
軽
減
措
置
の
実

施
に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を

変
更
す
る
も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

４
３
２
４
万
８
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
３
２
６
億
３
３

９
８
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
億
１
１
６
３
万
６
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
16
億
７
５

３
８
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
総
額
を
３
０
９

億
９
千
万
円
と
す
る
も
の
。

前
年
度
比
14
億
円
、
４
・
７

％
の
増
。
人
件
費
の
上
昇
や

物
価
高
騰
等
に
よ
り
３
０
０

億
円
を
超
え
る
規
模
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

65
億
７
０
２
４
万
８
千
円
と

す
る
も
の
。
前
年
度
比
４
３

４
７
万
円
７
千
円
、
０
・
７

％
の
減
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

57
億
３
１
１
３
万
７
千
円
と

す
る
も
の
。
前
年
度
比
１
億

１
８
７
１
万
４
千
円
、
２
・

１
％
の
増
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

17
億
３
６
３
３
万
円
と
す
る

も
の
。
前
年
度
比
１
億
７
３

０
１
万
円
、
11
・
１
％
の
増
。

●
福
生
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
職
員
の
生
理
休
暇
に
関
す

る
規
定
並
び
に
介
護
休
暇
及

び
介
護
時
間
の
対
象
期
間
に

関
す
る
規
定
を
改
め
る
も
の
。

●
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
予
防
接
種
医
、
学
校
医
、

学
校
歯
科
医
の
報
酬
に
つ
い

て
、
西
多
摩
地
域
に
お
け
る

均
衡
を
図
る
た
め
、
そ
の
額

を
改
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
及
び
東
京
都
の
給
与
改

定
に
準
じ
て
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
通
勤
に
係
る
費
用

弁
償
の
額
を
改
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
及
び
東
京
都
の
給
与
改

定
に
準
じ
て
、
一
般
職
の
職

員
の
地
域
手
当
、
住
居
手
当
、

通
勤
手
当
及
び
給
料
表
を
改

定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
管
理
職
職
員
の
給
料
の
減

額
す
る
期
間
を
令
和
８
年
度

ま
で
延
長
し
、
減
額
率
を
改

め
る
も
の
。

●
福
生
市
乳
幼
児
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
等
の

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

●
令
和
８
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

　
収
益
的
収
入
を
16
億
２
８

８
９
万
８
千
円
、
支
出
を
１

５
億
１
８
７
７
万
３
千
円
、

資
本
的
収
入
を
14
億
３
９
９

９
万
円
、
支
出
を
22
億
４
１

０
２
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
低
所
得
世
帯
エ
ア
コ
ン
設

置
等
緊
急
支
援
事
業
及
び
日

本
語
指
導
推
進
校
事
業
実
施

の
た
め
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
９
７
１
万
３
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
０
９
億

９
９
７
１
万
３
千
円
と
す
る

も
の
。

●
福
生
市
副
市
長
の
選
任
に

つ
い
て

　
福
島
秀
男
副
市
長
の
退
任

に
伴
い
、
後
任
に
石
川
健
三

総
務
部
長
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
す
る
も
の
。

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 スポーツ・

文化の会※ 議決結果

市　長　提　出　議　案

議案第２号 福生市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第３号 福生市非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第４号 福生市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第５号 福生市の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第６号 福生市の一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第７号 福生市乳幼児の医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第８号 福生市介護保険条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第９号 福生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第10号 福生市空家等の適正管理に関する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第11号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第12号 令和７年度福生市一般会計補正予算（第９号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第13号 令和７年度福生市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第14号 令和８年度福生市一般会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第15号 令和８年度福生市国民健康保険特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第16号 令和８年度福生市介護保険特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第17号 令和８年度福生市後期高齢者医療特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第18号 令和８年度福生市下水道事業会計予算 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第19号 令和８年度福生市一般会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第20号 福生市副市長の選任について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意

※スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会

X（Twitter） Facebook
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情
報
連
携
シ
ス
テ
ム（
Ｐ

Ｍ
Ｈ
）
の
導
入
の
背
景
と
シ

ス
テ
ム
の
概
要
を
伺
う
。

　
以
前
よ
り
医
療
費
助
成

等
の
分
野
に
お
い
て
レ
セ
プ

ト
等
、
紙
で
の
情
報
連
携
に

係
る
負
担
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル

庁
が
自
治
体
と
医
療
機
関
等

を
つ
な
ぐ
情
報
連
携
シ
ス
テ

ム
（
Ｐ
Ｍ
Ｈ
）
を
開
発
し
た
。

　

市
が
本
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
８

年
４
月
以
降
は
対
象
者
が
医

療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
こ
と
で
医
療
機
関
が

国
の
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス

し
、
医
療
費
助
成
の
情
報
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

●
福
生
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

今
回
の
税
制
改
正
の
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
運
営
し
て
い
る
第

９
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
８
年

度
ま
で
の
３
年
間
の
計
画
財

政
と
し
て
お
り
、
令
和
８
年

度
に
税
制
改
正
の
影
響
か
ら

所
得
が
増
減
し
、
保
険
料
段

階
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
令
和
７
年
度
と

変
わ
ら
ず
同
額
の
保
険
料
段

階
と
な
る
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
を
医
療
保
険
制
度
の

保
険
料
と
し
て
徴
収
す
る
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
医
療
保
険
制
度
は
全
世

代
が
加
入
し
、
企
業
も
拠
出

て
計
上
す
る
た
め
一
度
減
額

補
正
を
し
、
令
和
８
年
度
当

初
予
算
に
２
０
４
３
万
円
を

計
上
し
た
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

　

令
和
７
年
度
は
ウ
オ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
可
能
性
調

査
と
し
て
７
７
３
万
２
千
円

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、

令
和
８
年
度
に
つ
い
て
は
ど
う

さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　

令
和
７
年
度
に
実
施
し

た
調
査
は
工
期
を
迎
え
成
果

品
の
納
品
を
受
け
た
。
今
後

に
つ
い
て
は
報
告
書
の
内
容

を
踏
ま
え
判
断
し
て
い
く
こ

と
か
ら
令
和
８
年
度
の
当
初

予
算
に
は
計
上
し
て
い
な
い
。

　
３
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
８
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
乳
幼
児
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
３
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

２
件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
空
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例

　
特
定
空
家
等
が
行
政
代

執
行
に
ま
で
至
っ
た
際
の
そ

の
後
の
流
れ
は
ど
う
な
る
の

か
伺
う
。

　
特
定
空
家
等
が
行
政
代

執
行
ま
で
至
っ
た
場
合
、
市

は
所
有
者
等
へ
代
執
行
に
要

し
た
費
用
を
納
付
命
令
と
い

う
形
で
請
求
し
費
用
弁
償
を

求
め
る
。
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
差
し
押
さ
え
や
公
売
に

よ
る
換
価
手
続
き
な
ど
強
制

的
な
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す

る
こ
と
に
な
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

　

熊
川
駅
等
バ
リ
ア
フ
リ

ー
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
繰

越
明
許
で
は
な
く
整
備
工
事

費
を
減
額
と
し
た
理
由
と
減

額
分
は
次
年
度
当
初
予
算
に

計
上
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

令
和
７
年
度
は
道
路
工

事
を
行
わ
な
い
の
を
機
に
本

事
業
に
お
け
る
道
路
整
備
内

容
を
再
検
討
し
、
そ
の
内
容

を
踏
ま
え
た
工
事
費
を
改
め

し
て
い
る
こ
と
、
出
産
育
児
一

時
金
な
ど
出
産
に
関
連
す
る

給
付
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
既
に
介
護
保
険
料
を

医
療
保
険
か
ら
徴
収
し
て
い

る
等
の
理
由
に
よ
り
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
に
つ
い

て
も
医
療
保
険
と
併
せ
て
徴

収
す
る
と
し
て
い
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

　
質
疑
な
し
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　

区
市
町
村
支
援
事
業

補
助
金
の
内
容
を
伺
う
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
い
て
、
都
内
の
住
所

移
動
者
に
対
し
て
住
所
地
特

例
が
適
用
さ
れ
ず
、
住
所
地

特
例
に
関
わ
る
施
設
が
多
く

存
在
す
る
自
治
体
の
財
政
負

担
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
特
別
調
整
交
付
金

の
う
ち
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
分
を
活
用
し
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、
健
診
受
診
率
割
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用

率
割
及
び
施
設
偏
在
割
の
３

項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

算
定
し
た
も
の
が
交
付
額
と

な
っ
て
い
る
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
口
座
振
替
申
込
奨
励
品

の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

　
口
座
振
替
を
促
進
す
る

こ
と
が
滞
納
を
未
然
に
防
ぐ

対
策
と
し
て
効
果
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
収
納
率
向
上
対

策
と
し
て
、
新
た
に
口
座
振

替
の
登
録
を
さ
れ
た
方
へ
抽

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
不
採
択

●
市
に
よ
る
私
有
地
掘
削
工
事
及
び

そ
の
後
の
不
適
切
対
応
に
つ
い
て
の

調
査
と
是
正
を
求
め
る
（
７
‐
13
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

本
件
は
、
当
事
者
間
で
の
協
議
や

司
法
的
手
続
き
を
通
じ
て
解
決
が
図

ら
れ
る
性
質
の
問
題
で
あ
り
、
議
会

の
権
限
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

◆
不
採
択

●
横
田
基
地
で
の
米
軍
に
よ
る
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
の
全
面
的
停
止

を
求
め
る
陳
情
書
（
８
‐
１
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

本
陳
情
で
求
め
て
い
る
パ
ラ
シ
ュ�

ー
ト
降
下
訓
練
の
全
面
的
な
停
止
に

つ
い
て
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
及

び
日
米
地
位
協
定
で
認
め
ら
れ
て
い

る
在
日
米
軍
の
運
用
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
て
お
り
、
国
の
専
管
事
項

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

◆
不
採
択

●
福
生
市
下
水
道
事
業
に
お
け
る
不

当
利
得
の
疑
義
解
明
を
求
め
る
陳
情

書
（
８
‐
２
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

下
水
道
法
第
３
条
の
規
定
は
、
市

が
そ
の
費
用
ま
で
負
担
す
る
こ
と
を

求
め
、
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
都

市
計
画
法
第
39
条
は
、
開
発
行
為
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
公
共
施
設
の
管
理

が
市
に
帰
属
す
る
こ
と
を
定
め
た
規

定
で
あ
り
、
管
理
に
要
す
る
費
用
は

市
に
求
め
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

陳
　
情

陳
　
情

▲�多摩川堤防沿いの桜の伐採状況を視察

●
令
和
８
年
度
福
生
市
一
般
会
計
予

算■
反
対

市
財
政
を
圧
迫
し
な
い
と
し
て
い
た

福
生
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
の
前
提
条
件
は
完
全
に
崩
れ
去
っ

た
。
公
園
使
用
料
徴
収
の
開
始
は
表

現
の
自
由
を
保
障
す
べ
き
自
治
体
の

役
割
に
逆
行
す
る
。
市
が
消
極
的
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
や
少

人
数
学
級
に
関
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
具
体
的
な
検
討
の
着
手
を
求
め

る
。
市
民
の
切
実
な
声
や
憲
法
が
保

障
す
る
権
利
よ
り
も
施
設
削
減
や
根

拠
の
崩
れ
た
大
規
模
事
業
継
続
が
優

先
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に

反
対
す
る
。

■
賛
成

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
、
物
価
高
騰
・
人

件
費
の
上
昇
へ
の
対
応
、
外
国
人
住

民
の
増
加
へ
の
対
応
の
四
つ
の
重
要

施
策
を
基
本
と
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
販
売
、
福
生
野
球
場
や
中

央
体
育
館
の
改
修
改
築
工
事
の
実
施
、

福
生
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
―

２
０
２
９
に
基
づ
く
教
育
施
策
の
推

進
、
英
作
文
Ａ
Ｉ
添
削
サ
ー
ビ
ス
「
ラ

イ
ッ
プ
」
の
導
入
な
ど
当
市
の
問
題

や
諸
課
題
を
的
確
に
捉
え
た
予
算
編

成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
賛

成
す
る
。

■
賛
成

物
価
高
対
策
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
販
売
、
シ
ニ
ア
お
買
物
券
配

布
、
Ｄ
Ｘ
推
進
で
は
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド

改
革
を
軸
と
し
た
持
続
可
能
な
行
政

運
営
推
進
、
医
療
・
福
祉
分
野
で
は

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
費
用
助
成
の
開
始
、
教
育
分

野
で
は
牛
浜
も
く
せ
い
中
学
校
開
校
、

英
語
教
育
充
実
、
平
和
学
習
事
業
の

実
施
な
ど
、
人
件
費
上
昇
や
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
中
で
持
続
可
能

な
市
政
運
営
に
向
け
、
子
育
て
、
教
育
、

平
和
、
福
祉
へ
の
熱
意
を
感
じ
る
本

予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

平
和
学
習
広
島
派
遣
事
業
開
始
な

ど
の
平
和
行
政
の
取
組
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業
な
ど
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の
取
組
、
公
民

館
・
生
涯
学
習
推
進
課
・
図
書
館
に

専
門
資
格
保
有
者
を
明
確
に
位
置
付

け
市
民
の
信
頼
を
得
て
職
員
が
専
門

性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
る
生
涯
学

び
、
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
の
推
進

な
ど
、
平
和
な
未
来
の
た
め
の
取
組

と
持
続
可
能
な
地
球
環
境
を
推
進
す

る
取
組
及
び
市
民
の
学
び
を
未
来
に

つ
な
ぐ
質
の
高
い
社
会
教
育
の
持
続

可
能
な
運
営
の
た
め
の
取
組
を
評
価

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

「
子
育
て
す
る
な
ら 

ふ
っ
さ
」｢

こ

ど
も
ま
ん
な
か 

ふ
っ
さ
」
を
掲
げ
る

本
市
は
福
生
第
四
小
学
校
の
学
童
ク

ラ
ブ
設
置
工
事
費
用
を
計
上
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
の
視
点
か
ら
中
学
校

に
英
作
文
Ａ
Ｉ
添
削
サ
ー
ビ
ス
「
ラ

イ
ッ
プ
」
を
導
入
、
防
災
食
育
セ
ン

タ
ー
に
主
幹
職
を
配
置
し
運
営
管
理

と
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
な
ど
の
物

価
高
対
策
を
実
施
。
今
後
も
市
民
生

活
を
守
り
抜
く
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
を
願
い
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

長
引
く
物
価
高
騰
や
円
安
、
深
刻
な

人
手
不
足
、
不
透
明
な
国
際
情
勢
な

ど
の
基
礎
自
治
体
の
根
幹
を
揺
る
が

す
課
題
に
対
し
時
代
を
見
据
え
た
戦

略
的
な
予
算
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
お
い
て
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
か
じ
を
切
っ
た

こ
と
、
教
育
分
野
に
お
け
る
校
務
Ｄ
Ｘ

の
推
進
、
英
語
教
育
に
お
け
る
４
技
能

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る
環
境
の
前

進
を
高
く
評
価
す
る
。
今
後
も
力
強

い
市
政
運
営
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

強
く
要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

中
央
体
育
館
改
良
事
業
及
び
福
生

野
球
場
改
良
事
業
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
健
康
増
進
、
さ
ら
に
は
、
人
づ
く

り
・
街
づ
く
り
の
た
め
の
人
材
育
成
に

役
立
つ
。
平
和
学
習
広
島
派
遣
事
業

は
、
平
和
意
識
を
自
ら
の
価
値
観
と
し

て
習
得
す
る
機
会
と
な
る
。
福
祉
政

策
担
当
主
幹
の
配
置
に
よ
り
分
野
横

断
的
な
福
祉
政
策
の
一
層
の
推
進
が
期

待
で
き
る
。
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
や
シ
ニ
ア
お
買
物

券
配
布
事
業
な
ど
の
事
業
も
実
施
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て
も

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

●
令
和
８
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

●
令
和
８
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

●
横
田
基
地
で
の
米
軍
に
よ
る
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
の
全
面
的
停
止

を
求
め
る
陳
情
書

討　
論

討　
論
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編

集

後

記

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
、
一
般
会
計
予
算

及
び
特
別
会
計
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
の

上
昇
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影

響
が
大
き
く
、
前
年
度
比
14

億
円
増
と
な
る
３
０
９
億
９

千
万
円
の
予
算
額
と
な
り
ま

し
た
。

本
予
算
で
は
物
価
高
騰
対

策
や
市
内
の
事
業
所
支
援
な

ど
を
目
的
に
「
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
」
及
び
65
歳

以
上
の
方
へ
１
万
円
分
の
商

品
券
を
配
布
す
る
「
シ
ニ
ア

お
買
物
券
配
布
事
業
」
を
実

施
す
る
予
算
や
福
生
野
球
場

の
全
面
人
工
芝
化
や
中
央
体

育
館
の
空
調
設
備
設
置
工
事

な
ど
の
予
算
も
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
年
度
も
引

き
続
き
「
共
働
き
子
育
て
し

や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０

２
５
」
全
国
第
２
位
に
相
応

し
い
子
育
て
に
充
実
し
た
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
会

と
し
て
も
本
予
算
が
確
実
に

執
行
さ
れ
る
こ
と
を
注
視
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

議
会
改
革
に
お
い
て
、
議
会

基
本
条
例
の
制
定
を
は
じ
め
、

議
会
報
告
会
の
在
り
方
や
委

員
間
討
議
の
手
法
づ
く
り
な

ど
、
実
効
性
の
あ
る
改
革
に

向
け
て
活
発
な
議
論
を
重
ね

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

よ
り
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ
た

議
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
３
月
23
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、

陳
情
１
件
に
つ
い
て
は
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

１　
東
京
都
と
基
地
周
辺
５

市
１
町
に
よ
る
総
合
要
請
に

つ
い
て

　
１
月
19
日
及
び
１
月
22
日

に
、
横
田
基
地
に
関
す
る
東

京
都
と
周
辺
市
町
連
絡
協
議

会
が
、
基
地
の
騒
音
対
策
や

基
地
運
用
の
安
全
対
策
他
、

関
係
機
関
に
要
請
を
行
っ
た
。

２　
東
京
都
が
実
施
し
た
航

空
機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い

て
　
令
和
６
年
度
に
東
京
都
が

実
施
し
た
調
査
の
結
果
、
瑞

穂
町
農
畜
産
物
直
売
所
、
建

設
局
昭
島
観
測
井
以
外
に
つ

い
て
は
、
福
生
第
二
中
学
校
、

福
生
第
五
小
学
校
を
含
む
周

辺
14
地
点
に
お
い
て
環
境
基

準
に
適
合
し
て
い
た
。

３　
令
和
８
年
度
防
衛
補
助

事
業
等
の
実
施
予
定
に
つ
い

て
　
雨
水
管
渠
更
生
事
業
や
小

中
学
校
の
防
音
機
能
復
旧

（
復
機
）
工
事
な
ど
、
防
衛

補
助
等
を
活
用
し
て
実
施
予

定
で
あ
る
。

４　
令
和
８
年
度
基
地
関
係

国
予
算
に
つ
い
て

　
防
衛
省
所
管
の
基
地
周
辺

対
策
経
費
な
ら
び
に
総
務
省

所
管
の
国
有
提
供
施
設
等
所

在
市
町
村
助
成
交
付
金
・
調

整
交
付
金
の
令
和
８
年
度
予

算
案
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

５　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　
2
月
23
日
、
飛
行
中
に
警

選
で
３
０
０
名
の
方
に
、
福

生
市
共
通
商
品
券
２
千
円
分

を
進
呈
す
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
は
令
和
８
年
４
月
１

日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
、
７

月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

の
２
回
に
分
け
、
応
募
は
自

動
エ
ン
ト
リ
ー
、
当
選
者
は

そ
れ
ぞ
れ
１
５
０
名
と
す
る
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　
情
報
誌
配
布
委
託
料
増

額
の
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
だ

け
で
な
く
、
口
腔
ケ
ア
や
地

域
で
活
躍
す
る
シ
ニ
ア
の
方

を
紹
介
す
る
内
容
を
掲
載
し

た
介
護
予
防
情
報
誌「
福(

し

あ
わ
せ)

☆
生
き
生
き
だ
よ

り
」の
発
行
回
数
を
令
和
８
年

度
か
ら
は
１
回
増
や
し
、
年

３
回
と
す
る
こ
と
か
ら
増
額

と
な
っ
て
い
る
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
保
険
料
率
の
改
定
に

つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
８
、
９
年
度
の
保

険
料
は
、
均
等
割
は
医
療
分

が
４
万
７
３
０
０
円
か
ら
５

万
３
３
０
０
円
で
６
千
円
、

１
２
．
７
％
の
増
、
所
得
割

率
は
９
．
６
７
％
か
ら
９
．
８

８
％
で
０
．
２
１
ポ
イ
ン
ト
、

２
．
２
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
新
た
に
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
分
と
し
て
均
等
割
で

１
３
０
０
円
、
所
得
割
で
０
．

２
６
ポ
イ
ン
ト
が
加
わ
っ
て

い
る
。

　
３
月
18
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
６
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
生
理
休
暇
を
健
康
管
理

休
暇
に
改
め
る
経
緯
に
つ
い

て
伺
う
。

　
東
京
都
が
令
和
８
年
４

月
１
日
よ
り
休
暇
取
得
へ
の

心
理
的
抵
抗
感
を
緩
和
す
る

観
点
か
ら
生
理
休
暇
の
名
称

を
、
健
康
管
理
休
暇
に
変
更

す
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

東
京
都
に
合
わ
せ
て
改
正
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
介
護
休
暇
と
介
護
時
間

に
つ
い
て
、
現
在
取
得
さ
れ

て
い
る
職
員
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

　

取
得
し
て
い
る
職
員
は

現
在
い
な
い
。

●
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

報
酬
額
の
改
定
幅
の
詳

細
と
予
算
へ
の
影
響
額
に
つ

い
て
伺
う
。

　

令
和
７
年
の
人
事
院
勧

告
の
改
定
率
３
．
６
２
％
を

適
用
し
算
出
し
て
い
る
。

　

予
算
へ
の
影
響
額
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
改
定
に
よ
り

１
０
４
万
円
の
増
額
と
な
る
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
生
市
の
地
域
手
当
を

今
回
16
％
に
改
定
し
た
経
緯

に
つ
い
て
伺
う
。

　

国
基
準
に
よ
り
15
％
か

ら
16
％
に
改
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

駐
車
場
等
に
係
る
自
動

車
通
勤
手
当
の
不
正
受
給
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

あ
ら
か
じ
め
駐
車
場
に

関
す
る
契
約
書
等
を
提
出
さ

せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

●
福
生
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

今
回
の
改
定
は
い
つ
以

来
の
改
定
で
あ
る
か
伺
う
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
定
め

て
い
る
が
、
制
度
が
開
始
し

て
か
ら
初
め
て
の
改
定
と
な

る
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

現
在
の
福
生
市
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
、
26
市
で
の

順
位
、
ま
た
、
本
条
例
に
よ

る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
へ
の

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
７
年
度
の
福
生
市

の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
１

０
０
．
０
で
あ
り
、
令
和
６

年
度
と
比
較
し
、
０
．
１
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
令

和
７
年
度
の
26
市
で
の
順
位

は
高
い
ほ
う
か
ら
９
番
目
で

あ
る
。

　
ま
た
、
臨
時
特
例
措
置
に

よ
り
、
１
．
０
ポ
イ
ン
ト
か

ら
１
．
２
ポ
イ
ン
ト
程
度
の

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
抑
制

効
果
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い

る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
に

お
け
る
指
定
寄
附
金
補
正
額

５
１
９
万
７
千
円
に
つ
い
て

寄
附
件
数
と
人
数
を
伺
う
。

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
12

月
ま
で
の
寄
附
件
数
は
２
７

０
件
、
寄
附
者
の
人
数
は
２

３
４
名
で
あ
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
、
閉
会
中
も
含
め
７
回
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

告
灯
が
点
灯
し
た
た
め
、
横

田
基
地
所
属
の
Ｃ
Ｖ
‐
22
オ

ス
プ
レ
イ
が
い
わ
て
花
巻
空

港
に
予
防
着
陸
を
行
っ
た
。

民
航
機
等
へ
の
影
響
は
な
く

部
品
交
換
等
を
実
施
し
、
３

月
12
日
に
離
陸
し
た
。

　

３
月
２
日
か
ら
４
日
に
、

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
第
７
回
国
内
に

お
け
る
米
軍
機
か
ら
の
降
下

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
横
田
基

地
所
属
Ｃ
‐
１
３
０
が
２
機

参
加
し
、
市
民
か
ら
米
軍
機

の
騒
音
苦
情
が
２
件
あ
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会
活
動
か
ら

特
別
委
員
会
活
動
か
ら

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

▲「福生市立牛浜もくせい中学校」を視察

総
務
文
教
委
員
会

次回定例会【令和8年第2回】のお知らせ（予定）

日 月 火 水 木 金 土
5/17 18 19 20 21 22 23

議会運営委員会
午前10時開会

24 25 26 27 28 29 30

31 6/1 2 3 4 5 6

本会議
午前10時開会

7 8 9 10 11 12 13

常任委員会
午前10時開会

14 15 16 17 18 19 20

議会運営委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和8年6月2日～６月19日
※日程は変更になることがあります。
※会期中に特別委員会が開催される予定です。
議場には、補聴器をお使いの方、高齢等で聴き取りにくい方のため
に音声を送るヒアリングループとリアルタイム字幕表示システムを
導入しています。

一般質問 一般質問 一般質問 一般質問

▲委員会の様子

～ぜひ、傍聴にお越しください～

▲

口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
チ
ラ
シ


